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セレクション No.45

　ベジタブルラボ株式会社では、伊賀

地域を中心に野菜の生産管理や出荷作

業などを行っています。ビニールハウ

スではトマト、ミニトマト、イチゴ、

アスパラガス、ブドウの栽培を行い、

路地栽培ではキャベツ、ブロッコリー、

ナバナの栽培をしています。

　また、令和４年６月から就労継続支

援Ｂ型事業所を立ち上げ、農業を通じ

た生活改善や体力づくり、障がい者へ

の就労支援を行っています。

　伊賀地域に根差した農業を行い、食

に携わる責任から生活困窮者への食糧

支援や地域の保育園などでの食農教育

も行っています。

　自社農場でこだわりいっぱいに生産したトマトをたっぷり使用し
たカレーです。
　一般的な青採りトマトとは違い、樹で完熟したトマトを使用する
ことで、濃厚なトマトの味わいが楽しめます。甘口はトマトの自然
の甘みを生かし、中辛はトマトの甘みに少しピリっとした辛みが感
じられ、どちらもさっぱりとしたカレーに仕上がっています。
　伊賀の風土、気候が育んでくれたトマトカレーをぜひご賞味くだ
さい。

【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695

ベジタブルラボ株式会社
課長　堀田　勝俊さん

伊賀産完熟フレッシュトマトカレー
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▲種生の獅子神楽

▲敢国神社の獅子舞

コラム

　電車の中や街に出かけたとき、時折ヘルプマー

クをかばんにつけた人を見かけることがあります

が、皆さんも見かけたことがあるのではないでしょ

うか。

　ヘルプマークは、赤地に十字とハートが描かれた

カードで、義足や人工関節を使用している人、内部

障がいや難病の人、妊娠初期の女性などのように外

見からはわからなくても援助や配慮を必要としてい

る人が、周囲の配慮を必要としていることを知らせ

るためのマークです。平成 24 年に東京都で配布が

始まり、その後全国的に同様の取り組みが広まった

ことで認知度も上がってきているようです。

　援助や配慮が必要だと思い、手伝おうという意思

があったとしても、困っていることがわからなけれ

ば手を差し伸べることもできないかもしれません。

しかし、マークでの意思表示があれば声をかけて手

伝うことや配慮することに戸惑うことが少なくなる

かもしれません。

　こういった取り組みが広がることで、援助や配慮

を必要とする人がこれまでよりも出かけやすくな

り、助け合うことでお互いをより理解し合うことが

でき、多様性が尊重される社会へつながるのではな

いかと思います。

　私は、ヘルプマークをつけた人を見かけたら、こ

の人は何に困っているのだろうと想像して、特に援

助が必要に見えなくても何か手伝うことがないか気

を配るようにしています。例え何もできなくても、

見守ることによっても安心や事故の未然の防止につ

ながるように感じます。このマークの認知度がさら

に高まり、その意味を知る人が増え、関心を持つ人

が増えることで、思いやりの輪が広がっていくので

はないでしょうか。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

ヘルプマークで広がる思いやりの輪　－経営企画課－

◆穐月 明ってどんな人

　ミュージアム青山讃頌舎の建物は、水墨画家・

穐月 明（1929 ～ 2017）により建てられ、没後、

市に寄贈されました。

　穐月 明は絵を描くことだけで成功を収めた希
け

有
う

な画家です。作品は、菩薩像や野の仏などの仏画を

はじめ、風景や動物、花など多岐にわたります。

　高野山で生まれ、愛媛県で幼少期を過ごし、旧京

都市立美術大学卒業後、師に付かず、弟子を取らず、

派閥に属さず、ほぼ個展だけで作品を発表し続けま

したが、独自の画風は多くの支持者を得ました。し

かし賞や役職には無縁であったため、マスコミに採

り上げられることはほとんどありませんでした。

　52 歳の時、旧青山町の風景をこよなく愛して居

を構え、87 歳で亡くなるまでここで画業に専念し

ました。

　青山讃頌舎では、１月 13 日㈯から、芭蕉翁記念

館との合同企画展「絵が先か、俳句が先か」を開催

しますのでぜひご来館ください。詳しくは９ページ

に掲載しています。

【問い合わせ】

○美術博物館建設準備室　☎  41-0400　℻  22-9694
○伊賀市 ミュージアム青山讃頌舎　☎ 52-2100だより

「鉢中の天」穐月 明（54 歳頃）
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